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は じ め に 
 

 

 鳥栖市では、次世代を担う子供たちが地域の支援をうけなが

ら夢をかなえるプロセスを経験することによって、充実感、達

成感を得るという形で、健やかな成長を支援すると共に、希薄

化する世代間交流や地域交流につなげようと、平成１７年度か

ら青少年健全育成事業「夢プラン２１」を実施しています。 

 2 年目となる今年は、小・中・高生あわせて 81 件の応募があ

りました。その中から、3 件の夢を今年度事業として行うことと

しました。 

 この冊子は、今回の３つの事業についての活動報告をまとめ

たもので、青少年健全育成の取り組みや、世代間交流、地域間

交流の活性化に向けて活動する方々の参考にしていただいて、

｢みんなで築く市民協働のまちづくり｣へとつながっていくあし

がかりになることを願います。 
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青青青少少少年年年健健健全全全育育育成成成事事事業業業『『『夢夢夢プププララランンン２２２１１１』』』事事事業業業概概概要要要   

■ 趣旨； 
次世代を担う子供たちが地域の人々の支援を受けながら子供たちの「夢」を実現するプ

ロセスを通じて充実感や達成感を得ることによる、健やかな成長を支援するとともに、こ

の事業により希薄化する世代間交流や地域交流の活性化につなげる。 

■ 事業概要； 

 事業骨 格 ： 

☆ 子どもたち（小・中・高生）の実現したい夢を提案 

☆ 審査会による提案された夢の審査 

☆ 夢プラン２１実行委員会による事業実施 

☆ 採用事業の子どもたちによる計画・準備・実現 

（実行委員会及びてだすけ隊の支援） 

☆ 子どもたちによる夢実現結果の発表 

 主   催：｢夢プラン２１実行委員会(仮称)」 

（実行委員会構成：関係団体、公募委員） 

（実働支援：夢プラン２１てだすけ隊（１８歳以上：公募）） 

 期 間：平成 1８年度中 

 事 業 費：２００万円（総額） 

■ 夢選考基準； 

 期  間：原則年度内に実現できるもの 

 場  所：鳥栖市内で実現できるもの 

 経  費：１００万円を限度に実現できるもの 

 選考基準： 

 ・アドバイスを受けながら、子ども達が自主的に考えて実現できるもの 

 ・子供たちが集団で参加できるもの 

 ・独創的でこれまで実現できていないもの 

 ・社会参加により社会の制度や常識を習得できるもの 

■ 期待する効果； 

 子どもたちが自分達の夢を実現する過程における社会との関わりを深める充実感や達

成感を得ることによる、子ども達の自主性、協調性の育成 

 夢プラン２１実行委員会の組織設立による、地域づくり活動団体等育成基盤の確立 

 大人と子どもの世代間交流の実現、また、子どもと大人が協力し、夢を実現すること

による市民協働によるまちづくりへの意識付け 

 将来的に、地域や大人の参加による地域活動の活性化と市民協働のまちづくりの実現 

 

 
次世代を担う子どもたちの健全育成 地域活動の活性化と市民協働のまちづくり
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夢プラン２１実行委員会審査経過 

期日 会議等 概要 

4月 17 日 第 1回夢プラン２１実行委員会 公募委員・手だすけ隊・年間スケジュール 

4月 20日～ 

5月 19 日 
公募委員募集 

 

5 月 1 日～ 

5月 19 日 
夢の応募 

小学生から 57 件、中学生から 23 件、高校

生から 1件 計 81 件の応募を受付ける。 

5月 20日～ 

5月 30 日 
応募夢集約 

 

5 月 31 日 第 2回夢プラン２１実行委員会 夢の選考 

次の 6件に絞り込み実効性などの検討､調査 

・ 氷の家をつくりたい 

・ 空を飛んでみたい 

・ 鳥栖スタジアムを満員にしたい 

・ 秘密基地をつくりたい 

・ 大きな凧をあげたい 

・ かぼちゃの馬車をつくりたい 

6月 5 日 第 3回夢プラン２１実行委員会 調査結果をもとに 3件に絞り込む 

6月 17 日 第 4回夢プラン２１実行委員会 

（ヒヤリング） 

3 件の夢の応募者にヒヤリングを行った結

果、3件とも採用とする 

7月 5 日 「夢プラン２１」採用決定通知書交付式 採用 3件について採用決定通知書の交付 

7月 15日～ ３件の夢について、てだすけ隊の募集  

 

採用された３件の夢 
夢 概 要 学 校 

【秘密基地をつくりたい】 
みんなが楽しめる工夫のたくさんつまった秘密基地を、大きな

木の上につくりたい。 

鳥栖北小学校３･５･６年生 
若葉小学校 ３･５･６年生   

【鳥栖スタジアムを満員にしたい】 
今年中に、サガン鳥栖を応援している人といっしょに、鳥栖

スタジアムを満員にしたい。 
鳥栖北小学校 3 年生 

【大きな凧をあげたい】 
1 月ごろ鳥栖市の親子、子どもとで大きな凧をつくってあげ

てみたい。 
鳥栖北小学校 4 年生 
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夢プラン２１実施経過総括 

 

事業名 事業概要 夢実現隊 事業実施内容 

秘密基地をつくりたい 

大きな木の

上に、みんなが

楽しめる工夫

のたくさんつ

まった秘密基

地をつくる。 

鳥栖北小学校 

３年生 １名 

５年生 ３名 

６年生 ９名 

 

若葉小学校 

３年生 １名 

５年生 ４名 

６年生 ２名 

 

 夏休み前半に、場所の調査・選

定、基地のイメージ図を作成し、

夏休み後半から夢実現隊、実行委

員、てだすけ隊、保護者、学校関

係者、事務局で基地製作作業を開

始し、９月３日に完成した。 

鳥栖スタジアムを満員

にしたい 

 

 

まだ一度も

満員になった

ところを見た

ことがない鳥

栖スタジアム

を、サガン鳥栖

の試合開催日

にお客さんで

いっぱいにす

る。 

鳥栖北小学校 

3年 1組 6 名 

８月から３ヶ月間、主に県内の

企業や学校、報道機関等への周知

活動を行うとともに、各種イベン

トの開催時や主要施設等において

告知チラシを配布したり、当日の

み有効の“夢プランチケット”販

売等を実施した。 

 １１月１２日の“サガン鳥栖対

湘南ベルマーレ戦（ブリヂストン

デー 鳥栖スタジアムを満員にし

よう）”において、チーム創設史上

最多となる１８，２３１人の入場

者数を記録し、スタジアムを満員

にした。 

大きな凧をあげたい 

竹の切出し、

油抜き、竹割等

の工程をへて

畳２畳ほどの

大きさの凧を

４つの制作し、

お披露目する。 

鳥栖北小学校 

4年 2組 12 名 

 

1 月６日今町の東公園おひさま

の丘広場で約 200 名ほどの人々が

見守る中、上空 8０ｍほどまであ

がり、夢実現隊の子ども達は大満

足だった。 
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夢プラン２１「秘密基地をつくりたい」事業結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．準 備（製作等） 

作業日程・場所等 作 業 内 容 

７月２１日（金） 

市役所１－２会議室及

び現地 

夢実現隊、事務局、実行委員で秘密基地製作候補地を見て

回り、協議の結果、田代公園に決定した。 

７月２８日（金） 

市役所１－１会議室 

前回決定した、田代公園をイメージした上で、どのような

秘密基地を作りたいか、イメージ図を作成した。 

８月３日（木） 

田代公園 

夢実現隊、事務局、実行委員、てだすけ隊、協力業者と現

地（田代公園）で、夢実現隊が作成したイメージ図を基に、

協議した。 

８月２５日（金）～ 

８月２６日（土） 

田代公園 

協力業者で、秘密基地の土台部分等を製作 

８月２８日（月） 

田代公園 

夢実現隊、実行委員、てだすけ隊、事務局による作業開始。 

秘密基地１階及び２階外枠及び屋根枠組み製作。 

８月３１日（木） 

市役所保健休養室 

夢実現隊、実行委員、てだすけ隊、事務局で、注意看板（遊

びかたのルール）及び製作者看板を作成 

９月２日（土） 

田代公園 

夢実現隊、実行委員、てだすけ隊、保護者、学校関係者、

事務局で、秘密基地１階及び２階外枠壁、屋根壁、巣箱製

作 

９月３日（日） 

田代公園 

夢実現隊、実行委員、てだすけ隊、保護者、学校関係者、

事務局で、秘密基地飾り付け、ベンチ、登り梯子（ロープ）

を製作した。 

９月６日（水） 

市役所東別館 

２階会議室 

てだすけ隊の方々等へのお礼状作成及び完成披露に関す

ることについて協議した。 

日 時： 平成１８年９月１０日（日） 午前１１時～ 

場 所： 田代公園アスレチック広場北雑木林 

集 客： 完成披露：約７０名 

主 催： 夢プラン２１実行委員会 

「秘密基地をつくりたい」子ども夢実現隊員一同(２０名) 
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２．本番（完成披露） 

 ①日  時   平成１８年９月１０日（日） 午前１１時～ 

 ②場  所   田代公園（アスレチック広場北雑木林） 

 ③参加者   夢実現隊（１６名）、てだすけ隊・牟田林業緑化（株）・保護者・ 

鳥栖北小学校・若葉小学校・実行委員会・鳥栖市（５５名） 

 ④本番概要 

    ・発案者代表お礼の言葉 

    ・発案者代表製作者看板設置 

    ・鳥栖市長挨拶 

    ・夢プラン２１実行委員長挨拶 

    ・夢実現隊よりてだすけ隊等の方々へのお礼状渡し 

 

３．反省点 
 ・ 夏休み期間中に完成させる予定であったが、後半天候に恵まれなかっ

たため、基地製作を多少簡略化した。 
 ・ 子どもたち（夢実現隊）は、秘密基地をそのまま残しておいてほしいと考

えていたが、耐久性等の問題から平成１８年１２月に止むを得ず撤去し

た。 
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夢プラン２１「鳥栖スタジアムを満員にしたい」事業結果概要 

 

 

 

 

 

 

１ 準備 

 

 

１ 活 動 概 要 

活 動 日 活 動 内 容 

７ 月２６日（水） スタジアム見学、試合観戦（対モンテディオ山形戦） 

８ 月１７日（木） ＣＭ撮影（北部グラウンド） 

８ 月１９日（土） ＳＴＳサガテレビ「めざまし体操第２」収録（スタジアム） 

８ 月２５日（金） 佐賀県庁、佐賀新聞社訪問 

８ 月２９日（火） ㈱サガンドリームス訪問 

９ 月１３日（水） ㈱ブリヂストン鳥栖工場訪問 

９ 月１５日（金） 鳥栖地区小中学校ＰＴＡ連合会へ協力依頼 

９ 月２０日（水） ㈱ブリヂストンより協力の申し出（スタジアム会議室） 

９ 月２４日（日） 鳥栖北小学校運動会で来場呼びかけ 

９ 月２５日（月） ＪＡ佐賀中央会訪問（佐賀市） 

１０月 １ 日（日） 試合観戦（対柏レイソル戦：佐賀市） 

１０月１５日（日） 健康福祉まつり会場でＰＲ活動（市民公園） 

１０月１６日（月） 久光製薬㈱訪問 

日 時： 平成１８年１１月１２日（日） １４：００ 

場 所： 鳥栖スタジアム 

集 客： １８，２３１人 

主 催： 夢プラン２１実行委員会 「鳥栖スタジアムを満員にしたい」夢実現隊 

《協力・支援団体等》 

 ㈱サガンドリームス ㈱ブリヂストン 九州電力㈱ 鳥栖地区小中学校ＰＴＡ 

連合会 ほか多数の企業、自治体、学校関係、報道機関等の皆様       
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活 動 日 活 動 内 容 

１０月１７日（火） 学校等訪問（上峰町ほか） 

１０月２０日（金） ＪＲ鳥栖駅訪問 

１０月２４日（火） ぶんぶんテレビ出演（佐賀市） 

１０月２５日（水） 
早朝チラシ配り（ＪＲ鳥栖駅） 

九州電力㈱訪問 

１０月２６日（木） 早朝チラシ配り（ＪＲ鳥栖駅） 

１０月２９日（日） 
試合観戦（対徳島ヴォルティス戦）及びチラシ配り 

選手サイン会へゲスト参加（ジョイフルタウン鳥栖） 

１０月３１日（火） 
ＳＴＳサガテレビ「かちかちワイド」出演（佐賀市） 

「佐賀ライトファンタジー」パレード参加（佐賀市） 

１１月 １ 日（水） 企業訪問（上峰町） 

１１月 ４ 日（土） 佐賀バルーンフェスタ会場でＰＲ活動（佐賀市） 

１１月 ５ 日（日） チラシ配り（ジョイフルタウン鳥栖） 

１１月 ９ 日（木） 早朝チラシ配り（ＪＲ鳥栖駅） 

１１月１１日（土） チラシ配り（夢タウン久留米） 

 

２ 実行日当日の活動内容 

１１月１２日（日） 

９：００ スタジアムへ出発 

９：３０ 到着 子ども抽選会の準備、最終の打ち合わせ等を行う 

１２：００ スタジアム開場 来場者へ抽選券配り 

１２：３０ 本部へ移動し、試合開始前セレモニー参加の準備 

１３：１５ 市長、西光会長といっしょに来場者へのごあいさつ 

１３：５８ 選手へ花束の贈呈 
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  ～セレモニー終了後、観客席で試合観戦～ 

１４：４５ 報道関係者からの取材（ハーフタイム時） 

１５：２０ 場内アナウンス及びビジョンで本日の入場者数発表（１８，２３１人） 

１５：３０ 本部へ移動し、試合終了後セレモニー参加の準備 

１５：５０ 試合終了（サガン鳥栖２－１ベルマーレ湘南） 

      ピッチ上で選手たちと一緒にセレモニー参加 

１６：００ 子どもたちによる記者会見 

 

３ 総   評  
 当日は、好天に恵まれ、スタジアム満員の観客の声援に後押しされ、チームも２

－１により勝利し、４連勝、つめかけた多くの観客に大きな感動を与えることがで

き、すばらしい夢プランが実現できました。 

これも、たくさんの方々のご支援によるものであり、特に、一緒に夢を叶えよう

と準備等を含め、サガントスユニフォームスポンサーの㈱ブリヂストンさんのご支

援は大きかった。 

また、当日は、たくさんの方々によるご協力のおかげで、予想よりスムーズな試

合運営を実現することができた。特に、通常の２倍の人員を要すると思われた場内

スタッフについては、当初、その経費の捻出が困難であったことから、配置計画等

に苦慮していたところ、鳥栖地区ＰＴＡ連合会の皆様によるボランティア運営スタ

ッフとしてのご協力をいただいたことにより解決することができた。 

 

４ 反 省 点 

・もっと早い段階で、多くの集客を見込むことができる対戦カードを実行日として

設定できていれば、より効率的な活動ができたと思われる。（結果的には、チームが

一番調子のよい時期でもあったため、多くの方々にお越しいただけた） 

・筑後地区や福岡県の南部地区などへの告知、集客活動をもっと活発に行いたかっ

た。 

・報道機関等を通じて、県内への告知はほぼ十分にできたと考えるが、もっと広い

範囲でのＰＲ（全国放送のテレビ番組等）が必要だった。（県外においての話題性が

足りなかった） 

・実質的な数値目標を尋ねられた際、具体的に“２万人”という数字を出してしま

ったため常にその数字がついてまわり、「満員にする夢」は十分に達成できたと思わ

れるのに、いくつかの報道やコメントにおいて「夢はかなわなかった」等と発表さ

れた。 

・当日、せっかくお越しいただいたのに、座れなかった方々や券がなかったため帰

られた方々もいたということであった。なにか有効な手段が講じられたわけではな

いにしろ、非常に申し訳なく残念な点である。 

（アウェイ側のゴール裏席に入場規制があるため、実質的に収容できるサガン鳥栖

応援者数は、今回の１万８千人程度が精一杯ではないかと思われた） 
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夢プラン２１「大きな凧をあげたい」事業結果概要 

 

 

 

 

作業日程・場所・時間 作業内容 

７月 25 日（火） 

市役所 1-2 会議室 

午前 10 時から 

・凧にまつわる鳥栖の地名の話を凧づくり名人から聞く 

・班決め 

8 月 8 日（火） 

市役所 1-2 会議室 

午前 10 時から 

・凧づくり体験 

・姫古曽神社で安全祈願 

・東公園でつくった凧をあげてみる 

8 月 29 日（火） 

市役所 1-2 会議室 

午前 10 時から 

・凧紙をたたみ 2 畳分の大きさに張り合わせる 

9 月 9 日（土） 

山浦町 

午前 9 時から 

・竹切りだし 

・油抜き作業 

・竹割、骨組みつくり 

9 月 16 日（土） 

市役所 1-1 会議室 

午後１時 30 分から 

・凧紙に下絵を書く 

・色を塗る 

10 月 8 日（日） 

市役所庁舎裏駐車場 

午後 2 時から 

・午前中：４判の内 1 班は絵を完成させる。他は､骨作り 

・午後～：物流団地予定地で実験用凧をあげてみる→あがらず 

10 月 28 日（金） 

市役所 1-1 会議室 

庁舎裏駐車場 

午後 2 時から 

・実験 2 号機製作→軽量化をはかる 

・手づくり凧コンテスト参加呼びかけポスター作成 

・午後から東公園で実験→成功 

11 月 25 日（土） 

市役所 1-1 会議室 

庁舎裏駐車場 

午後１時 30 分から 

・軽量化をはかるため凧骨を軽くし、4 機分の竹骨を作る 

・4 機分の凧糸を設計図どおりに用意する 

 

12 月 17 日（土） 

市役所 2-2 会議室 

午前 9 時 30 分から 

・骨組みを 4 機分作り、凧紙を貼り、糸をつけ、完成 

12 月 26 日（日） 

市役所 1-1 会議室 

午前 10 時から 

・看板・作業経過紹介等会場設営物制作 

 

1 月 5 日（金） 

2 階第 2 会議室 

午後１時から 

・当日役割分担予行練習 

・準備備品確認 

日 時： 平成 19年 1月 6日（土） 午前 9時 30 分～午後 1 時 00 分 

場 所： 東公園 おひさまの丘広場（鳥栖市今町） 

集 客： 約２００名 

主 催： 夢プラン２１実行委員会 ｢大きな凧をあげたい子ども夢実現隊｣ 

 

《協力・支援団体等》 

鳥栖北小学校、ぽっぽ・わーるど、かいろう基山、手だすけ隊（市民ボランティア） 

鳥栖市（都市整備課・水道課ほか） 
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２．大きな凧お披露目 

午前 ９時３０分 手づくり凧コンテスト受付開始   

 

午前１０時    手づくり凧コンテスト開始 

 

午前１１時  夢プラン２１｢大きな凧をあげたい｣夢実現隊による大凧披露 

・ １号機：夢プラン２１ニコニコハッピースマイル 

・ ２号機：虹のケンタウルス 

・ ３号機：雨の中の入学式 

・ ４号機：四葉の森の動物の楽園 

・  

午前１１時４５分 式典 

・ はじめのことば 

・ 夢プラン２１名誉会長講評 

・ 表彰式 

（実行委員会会長賞、グットデザインで賞、ユニークで賞ほか） 

・ 謝辞代表：古賀比奈子・感謝の寄せ書き授与 

・ 「がんばったで賞」授与：（夢プラン 21 実行委員会名誉会長） 

・ おわりのことば 

 

※風がでてきたので､再度大凧あげに挑戦→上空 80 メートルほどまであがる 

※みんなでぶた汁を食べて終了 

 
３．反省点 
・ 天候に恵まれず、青空の下での凧あげとはならなかったが、お正月らし

い光景で、好評だった。 
・ 集まれる日が限られていたため､一回の作業がハードスケジュールでて

だすけ隊と子ども達の交流にゆっくり時間が取れなかった。 
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夢プラン２１事業を終えて 
 
 今年度の「夢プラン２１」では、次の三つの夢が実現されました。 

・秘密基地をつくりたい 

ドキドキしながら秘密基地の夢をふくらませて知恵を出し合いました。み

んなに見せたくなるほど立派なものが完成しました。 
・鳥栖スタジアムを満員にしたい 

企業や放送局などをまわり、街頭でビラを配布し、たくさんの人のお願い

して、鳥栖スタジアムをいっぱいにすることができました。 
  ・大きな凧をあげたい 

大きな凧を作り、何度も試しにあげました。当日は、これまでになく高く舞

い上がり歓声があがりました。 
子どもたちは、夢を実現する過程のなかで、どんどん成長していくのがわかりま

す。そして夢が実現できたときの子どもたちの笑顔は「鳥栖の宝物」です。 
同時に、子どもの夢で、おとなたちが夢中になり、元気になってゆくことも強く

感じます。 
「夢プラン 21」は子どもたちの夢の実現でしたが、大人たちにプレゼントして

くれた感激でもありました。 
子どもたちの日常生活は、大人顔負けのスケジュールが入っていて、なかなか自

由に動くことができないようです。将来のための勉強であったり、社会活動であっ

たり、体力造りであったり、･･･と。そんななかで、実現を願い続け、時間を調整

して叶った夢です。子どもたちにとって貴重な得難い財産になったであろうと確信

します。そしてこれからも夢を語り、夢を実現するという願いをもっていただきた

いと思います。そのことをとおして、子どもたちどうしが、また家族や先生や地域

の人たちが互いに理解しあい、協力する契機となることを願う次第です。 
行政として住民生活に必要な事業が数多く企画・実施されますが、「夢プラン 21」

は、誰もが元気をもらい、わくわくする数少ない事業だと思います。鳥栖市に感謝

するとともに、今後とも継続・発展していただくことを望むものです。 
最後に、この事業にご協力いただきました多くの団体・企業・市民のみなさんに

この場をお借りしてお礼申し上げます。また、事務局を担当いただきました鳥栖市

市民協働推進課の方々にはたいへんなご苦労をおかけしましたことにつきまして

感謝いたします。 
 
   平成 19 年 2 月 
 
                    

 夢プラン２１実行委員会 
                    会 長  西  光  義  秀 
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   募募募集集集対対対象象象    

「夢プラン２１てだすけ隊隊員」 

 １８歳以上の市内に居住または勤務・在学する方 

   採採採用用用ささされれれたたた夢夢夢プププララランンン２２２１１１    

夢の内容 発案者 てだすけ隊の支援内容 

鳥栖スタジアムを満員にしたい 小学生 
同じ志を持った方や、応募した子ども

達と一緒に実現に向けて取り組んでい

ただける方々。 

大きな凧をあげたい 小学生 

凧づくりに見識がある方や、計画段階

から実施日まで、または凧揚げ当日の

運営スタッフとして支援をいただける

方々。 

秘密基地をつくりたい 小学生 
基地づくりに興味、経験がある方で、

童心に帰って応募した子ども達と一緒

に制作の支援をしていただける方々。 

応応応募募募方方方法法法    

応募用紙またははがき等に 
① サポートしたい夢 
② 住所・連絡先 
③ 氏名・年齢・性別 
④ 所属団体等 

を書いて、市役所の市民協働推進課へ郵送するか持参してください。 
ＦＡＸやメールでの応募もできます。 

夢プラン２１として採用された３つの夢の実現に向けて、子どもたちの主体的な活

動をサポートし、子ども達の夢実現のために具体的サポートを行う「夢プラン２１実

行委員会てだすけ隊」を募集します。ちょっぴり童心に帰って子ども達と一緒に夢を

かなえてみませんか？たくさんのご応募お待ちしています。 

【連絡先】 
〒841－8511 
佐賀県鳥栖市宿町１１１８番地 鳥栖市役所 市民協働推進課内 
夢プラン２１実行委員会事務局 ℡0942‐85-3576 FAX0942-83-3310 
メールアドレス：kyoudou-suishin@city.tosu.lg.jp 
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夢プラン２１実行委員会概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

夢プラン２１実行委員会 

委員：関係団体及び個人（公募） 
役員：会長・副会長・監事 
特別役員：名誉会長（鳥栖市長） 
※審査及び支援（計画・準備・実施） 

審査会 

委員：実行委員会で委員の中から選出 
※応募夢の審査・採用「夢プラン２１」の決定 

夢プラン２１てだすけ隊 

隊員：関係団体及び個人（公募）の中から実行委員会が選任 
※夢プラン 21 事業の実働支援部隊 

事務局 

市役所 
市民生活部 
市民協働推進課 

各
種
団
体
・
個
人 

※
夢
実
現
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト 

《夢実現体制概念図》 
 ※夢実現計画作成⇒準備⇒実施 

実施子供た

ちのグルー

プ 

実行委員会担

当実行委員 

てだすけ隊グ

ループ 

サ
ポ
ー
ト 

実現する夢単位  実現する夢単位で子

供たちのグループを

中心に実行委員会担

当委員とてだすけ隊

グループがサポート

する 

夢応募の子どもたち 

※夢の計画・準備・実施・

発表の自主的な活動 
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夢プラン２１実行委員会委員名簿 

 
区 分 所  属  及  び  役  職 氏    名 

九州龍谷短期大学教授 西 光 義 秀 

鳥栖青年会議所副理事長 菅   栄 一 

鳥栖市区長連合会会長 小 石 正 明 

鳥栖市子どもクラブ連絡協議会会長 江 島 良 人 

鳥栖地区小中学校ＰＴＡ連合会会長 緒 方 和 久 

鳥栖市校長会会長 大 串 和 人 

ＮＰＯ法人市村自然塾九州 顧問 伊 藤 誠 規 

関係団体 

ＮＰＯ法人ぽっぽ・わーるど理事 池 上 明 子 

 

てだすけ隊（協賛企業含む） 

事   業   名  
高尾 平良（大きな凧づくりへも協力） 
江﨑富利 
田中正幸 
香山 繁美（大きな凧づくりへも協力） 
福田正直（大きな凧づくりへも協力） 
佐田功利（大きな凧づくりへも協力） 

秘密基地をつくりたい 

大塚隆正 
株式会社サガンドリームス 
株式会社ブリヂストン 
九州電力株式会社 

鳥栖スタジアムを満員にしたい 

鳥栖市 総合政策課 
高尾 平良（凧づくりアドバイザー） 
永渕 益雄 
内田 孝喜 
森   寛 
松永 恵介 
松隈 俊久 
古賀 達也 
田中 大介 
斉藤 了介 
中島 大輔 

大きな凧をあげたい 

古賀芳次ほか８名（凧あげ当日スタッフ応援市職員） 
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実績報告書（写真集） 
 

 

 

※ 秘密基地をつくりたい 

※ 鳥栖スタジアムを満員にしたい 

※ 大きな凧をあげたい 

 

 

 

 

夢プラン２１実行委員会 

平成１９年３月 
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平成１９年３月  

 
 


